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QQQQ 行行っったたここととががあありりまますすかか？？
県県立立「「ＡＡＢＢＣＣＤＤ」」文文化化財財セセンンタターー

タタテテ　　タタテテ　　①①他人をうまく言いくるめて自分の自由になるよ
うにすること。「反対派を◯◯◯◯◯」

②②くじ引きでこれを引くとうれしい。◯◯◯◯◯
③③湯上がりに汗疹などにパタパタはたく。
④④漢文の疑問・反語の表現。「焉」と書き、『どう
して…か』という意味。◯◯◯◯◯

⑤⑤ステーキを焼くとき、にじみ出る汁。

ヨヨココ　　ヨヨココ　　①①カクテルの一つ。普通オリーブの実をこれに添
えます。

⑥⑥８時・◯◯・10時
⑦⑦取っても取っても尽きないこと。

■締め切り／平成14年5月15日(水 )必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係

■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に
図書券を贈呈

★第359回親子クイズの答えは、
「カイランバン（回覧板）」でした。

★応募総数／37通 ★正 解 率／100％

【第359回当選者】
伊藤　陽子さん（緑ヶ丘）
西本　恵美さん（領　石）
島田　純見さん（領　石）
金森　茂雄さん（岡豊町）
上村　明咲さん（大埇甲）
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久
し
振
り
に
な
つ
か
し
い
歌
を
口
ず
さ
み
ま
し
た
。
私
た
ち
も
友
達
を
替
え
歌
に
し
て
歌
い
ま
し
た
。
何
十
年
も
前
の
事
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

南国市開催競技（秋季大会）
バスケットボール（少年女子）
バドミントン・スポーツ芸術

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。

　
研
修
宿
泊
施
設
、
「
黒
滝
自
然
館
・

せ
い
ら
ん
」
が
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

 

黒
滝
の
緑
豊
か
で
豊
富
な
自
然
を
満

喫
し
な
が
ら
、
自
然
環
境
保
全
学
習
や

中
山
間
地
域
と
の
交
流
な
ど
を
深
め
る

研
修
施
設
と
し
て
黒
滝
小
中
学
校
跡
に

建
設
を
進
め
て
き
た
施
設
で
す
。

 

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
施
設
の
内
容

 

研
修
ホ
ー
ル
（
24
畳
程
度
）

 

和
室
（
６
畳
×
２
室
）

 

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
ボ
ッ
ク
ス
（
８
畳
×
５
室
）

 

厨
房
・
外
炊
事
場
・
談
話
室
・
体
験

　
薪
風
呂
・
木
工
コ
ー
ナ
ー
（
オ
ー
プ

　
ン
ス
ペ
ー
ス
18
畳
）

■
予
約
受
付
開
始
／
５
月
１
日
か
ら

■
予
約
方
法
に
つ
い
て

 

使
用
す
る
月
の
４
カ
月
前
か
ら
受
け

　
付
け
ま
す
（
例
え
ば
、
８
月
18
日
の

　
使
用
の
場
合
、
４
月
１
日
か
ら
）
。

　
　
農
林
課
農
林
振
興
係
へ
予
約
を
。

区　分

研修ホール

和　室

１時間につき
１室１時間につき

１室１時間につき

１室１時間につき

宿泊研修の場合１人１泊
（午後３時から翌日の午
前10時まで）につき

宿泊研修の場合１人１泊
（午後３時から翌日の午
前10時まで）につき

キャンピング
ボックス

冷暖房
（和室） 宿泊研修の場合

単　　位
小学生未満 小・中学生 その他

料　　　金

無　料

100円
200円
200円

100円

2,000円

100円

100円

1,000円

1,000円

50円

50円

500円

和室使用料に含む
１時間未満の場合は、１時間とみなします。
団体で利用する場合は、利用目的等により該当する料金区分の
料金を適用します。ただし、和室宿泊研修の場合は、それぞれ
の利用者の料金区分の料金を適用します。

■施設の使用料

※お申し込み・お問い合わせは、農林課
　農林振興係（�８８０ー６５５９）まで
　（施設では直接受付はしません）

研修宿泊施設研修宿泊施設研修宿泊施設研修宿泊施設
・黒滝自然館黒滝自然館黒滝自然館
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みみんんななのの広広場場

今
回
の
「
親
子
ク
イ
ズ
」
は
解
答
に
自
信
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
？

頭
の
運
動
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

よさこい高知国体秋季大会

 ３月27日、土佐山田町商工会館で、（財）伝統
的工芸品産業振興協会による伝統工芸士認定伝達
式が行われました。平成13年度は、土佐打刃物か
ら５名の方が合格され、うち１名が南国市の戸梶
忠義さん（写真前列中央・稲生）です。
　伝統工芸士は、「経済産業大臣の指定を受けた
物の製造に関する伝統的な技術及び技法に熟練し
た従事者の認定を行う」もので、伝統技術の継承、
後継者の育成をその責務とし、伝統的工芸品産業
の振興に努めることになります。
 戸梶さんは「伝統工芸士の名に恥じない様、ま
た後輩の模範となるよう、なお一層の精進をして
いきたい」と話していました。

　「なんこくボランティアDAY」は、さまざま
なボランティア体験を通じて、南
国市におけるボランティアの発掘・
育成、また活動の啓発・推進を図
ることを目的に開催します。
■とき
　５月12日(日)午前10時～午後３時（小雨決行）
■ところ／南国市役所駐車場
■内容
　１．ボランティア体験
　　�車椅子体験、高齢者疑似体験など
　２．イベントコーナー
　　�よさこい高知国体・よさこいピック高知
　　　のPR、ミニコンサートなど
　３．使用済切手・テレホンカードの回収
■参加料／無料

※お問い合わせは
　社会福祉協議会（�８６３ー４４４４）まで

吉本  恵子 さん（大埇乙）

西川  博忠 さん（左右山）

 

夫
と
二
人
暮
ら
し
で
、
夫
が
経
営
し
て
い

る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
仕
事
を
手
伝
っ
て

い
ま
す
。

　
朝
、
早
い
と
き
は
３
〜
４
時
に
起
き
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
、
夫
が
仕
事
中

に
大
け
が
を
し
た
こ
と
も
あ
り
こ
れ
か
ら
は

夫
婦
で
健
康
に
注
意
し
、
無
理
を
せ
ず
楽
し

く
暮
ら
し
た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
編
み
物
や
日
本
舞
踊
が
趣
味
で
す
が
、
一

番
の
楽
し
み
は
、
県
外
に
い
る
孫
（
２
人
）

が
年
３
回
、
帰
っ
て
来
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。

 

南
国
市
は
、
自
然
を
残
し
、
豊
か
な
環
境

で
発
展
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

  

明
る
く
夫
思
い
の
吉
本
さ
ん
。
部
屋
の
中

に
は
、
お
孫
さ
ん
の
写
真
が
い
っ
ぱ
い
飾
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
妻
・
長
男
と
と

も
に
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
な
か
景
気
が
よ
く
な
ら
な
い
中
、

お
客
さ
ん
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
力

し
「
真
心
」
で
接
す
る
こ
と
を
全
員
で
い

つ
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
趣
味
は
、
釣
り
や
ス
ポ
ー
ツ
全
般
で
す

が
、
特
に
若
い
時
か
ら
や
っ
て
い
る
空
手

は
長
男
も
習
っ
て
い
ま
す
。

　
南
国
市
は
、
青
少
年
問
題
な
ど
が
な
い

み
ん
な
が
仲
良
く
、
安
心
し
て
住
め
る
町

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
キ
ビ
キ
ビ
と
し
た
動
作
が
空
手
を
思
わ

せ
る
西
川
さ
ん
。
で
も
、
趣
味
を
語
る
顔

は
と
て
も
ゆ
っ
た
り
と
し
て
に
こ
や
か
な

笑
顔
で
し
た
。


